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 このような背景から、本論文では、乳酸の閉環 2 量体である D,L-lactide (DLLA) の分散重合による単分散 poly(D,L-lactide) 





ラフト共重合体 poly(dodecyl methacrylate)-g-poly(D,L-lactide) (PDMA-g-PDLLA) と DLLA の重合開始点となる水酸基を有す
る共重合体 poly(dodecyl methacrylate-co-2-hydroxyethyl methacrylate) (P(DMA-co-HEMA)) を設計した。ここで、PDLLA 鎖は
粒子へ吸着する部位であり、PDMA 鎖は反応溶媒  (ヘプタン /キシレン(1:2, v/v)) 対して親和性の高い部位である。結果とし
て、PDMA-g-PDLLA を用いた場合に、グラフト鎖導入数と PDMA-g-PDLLA 濃度を変化させることにより 200 nm~5 μm の広
範囲において精密に粒径を制御できた。また、PDMA-g-PDLLA は、反応溶液中において多分子会合体  (ミセル) を形成する
ことを動的光散乱測定により確認した。このミセルの安定性は、析出した粒子表面への吸着速度を決定するため、ミセルの
安定性に影響を与える PDMA-g-PDLLA の溶解度、すなわち、グラフト鎖導入数等の分子構造が粒径制御の支配因子であるこ
とが明らかになった。一方、P(DMA-co-HEMA)の場合には、P(DMA-co-HEMA)濃度や HEMA 導入数の変化により、1~5 μm の



















定 剤 と し て PDLLA を グ ラ フ ト 鎖 と す る グ ラ フ ト 共 重 合 体 poly(dodecyl 
methacrylate)-g-poly(D,L-lactide) (PDMA-g-PDLLA)と，DLLAの重合開始点となる水酸基を有する
共重合体poly(dodecyl methacrylate-co-2-hydroxyethyl methacrylate) (P(DMA-co-HEMA))を設計して， 





御した粒径分布の狭い PDLLA ミクロスフェアの調製を実現し，DLLA の分散重合による単分散
PDLLA ミクロスフェアの調製における分散安定剤の役割を明らかにしたうえで，分散安定剤の分
子構造と PDLLA ミクロスフェアの粒径制御の方法論を構築している。よって，本論文は博士（学
術）の学位論文に値するものと認める。  
